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学級集団と児童理解のためのアセスメントツール（ ）の開発
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問題と目的

学級集団や児童の様相を調べる際に使われてきた

多くの質問紙調査では，集団や個人の変容を連続的

に捉えることは難しく，さらに実施や分析に時間が

かかるため，短い期間で何度も調査するには不向き

であると考えられてきた。そこで本研究では，この

ような質問紙による調査法を補完するべく，学級集

団 版 文 章 完 成 法 テ ス ト

を開発し，これを用いて学級集団

のアセスメントを行い，その有用性について検討を

行うことを目的とした。

方 法

調査対象： 県公立 小学校 年生 クラス 名 男

子 名・女子 名 。

調査期間： 年 月から 年 月にかけて

年間の縦断的調査を行った。 週間に 度 学級担任

により実施された。

調査手続き：品田 及び品田・高橋 で示

された の作成手順は以下の通りである。

①学級集団の変容を捉える視点を定めるために，「担

任教師が望ましいと考える学級の様相（学級を捉え

る教師の視点）」について調査を行った。因子分析（主

因子法，プロマックス回転）にかけ，固有値が

以上のものを 因子抽出し，それぞれ「一体感」「信

頼感」「自己表現」「活動意欲」「協働性」と命名した。

②上記で示された つの視点から文章完成法テスト

の刺激文を作成した。作成の際には各視点と刺激文

を組み合わせるテストを実施し，一致率は十分であ

ることを確認した。

③分析の際には松井 を参考に児童の記述内容

を「肯定的表現」，「否定的表現」，「両価的表現」，「無

回答，その他」の 観点で分け，集団全体の変容と

児童の記述内容の変容を追った。表現の分類の際に

は判定の一致率を求め，妥当性は十分であることを

確認した。

結果と考察

(1)集団全体の把握 集団全体における変容を Figure 
1 のように表した。視点ごとの児童の記述内容の変

化から，学級集団全体の変容を連続的に見ることが

できる。変容について数値化して可視化できるため，

時期に応じた集団指導の評価やその後につながる手

立てを検討する判断材料になると考えられる。

Figure 1 肯定的表現の推移

(2) 児童の把握 Table 1 は児童の記述内容の変化を

表したものである。比較的容易に児童一人一人の変

容を把握することができるため，児童に対する個別

的なアセスメントを行うことができる。また，いじ

めなど児童個人や学級集団に生じる可能性のある問

題に対して，担任教師は早期に把握することができ

ると考えられる。

Table 1 児童の記述内容の変化

(3) C-SCT の有用性の検討 ①従来の質問紙調査よ

りも教師や児童への負担が少なく，短時間で行うこ

とが可能である。②各視点をもとに，個人と集団と

いう 2 つの側面から，幅広く学級の状態像を捉える

ことができる。③表現ごとに分類することで，肯定

面，否定面など多角的に学級の現状を知ることがで

きる。④記述内容を評価しながら，学級集団の変容

を連続的に把握することができる。
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“気になる子”の学級集団認知と の関連
― の視点から―
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問 題

通常の学級において，医師による診断はないが

発達障害と同様の問題行動の見られる児童生徒は

“気になる子”と呼ばれ，特別な支援や配慮につ

いて明確な規定もないまま教育的対応の難しさの

みが問題とされている（韓・太田・權，2016）。こ

れまでの研究では，発達障害児や“気になる子”

への支援を学級集団という他の子どもとの相互作

用がある環境の中で行うことの重要性が示唆され

ている。ところで，村山 (2014) はエンカウンター

グ ルー プの 新しい 方法と し て PCA (Person-
Centered Approach) グループを提唱しており，山

根 (2019) は，学級内の Person Centered な風土が

児童の学校適応感に寄与することを示している。

そこで，本研究では“気になる子”を，“対人的相

互作用や意思伝達に課題を呈しやすい自閉症スペ

クトラム障害の診断基準について教員側の主観的

視点で評価し，その傾向が高いと判断される児童”

と定義し，“気になる子”とそうでない児童の

Person Centered な学級集団の認知と QOL の関連

について検討することを目的とする。

方 法

小学校 2 校の第 5，6 年生の児童 256 名 (男性

118 名，女性 138 名) を調査対象とした。調査に

あたり，事前に各学校の学校長に調査を依頼し，

職員会議を経て調査の承諾を受けた。学校長と教

頭を含む管理職と教員数名に質問紙を確認しても

らい，教員と児童に対して適切な質問，実施可能

な分量であるかの確認を受け，一部の質問項目に

ついては，協議の上で修正した。倫理的配慮とし

て，教員に対し本調査の質問紙は児童の障害や特

徴を診断または特定するものでないこと，回答は

任意であり回答しない自由があること，得られた

データは学年とクラス，出席番号を用いて前期と

後期の整合を行うことを説明した。児童に対して，

担任教諭による説明と質問紙のフェイスシートで，

回答は任意であり回答しない自由があること，記

名する必要がなく，調査者に誰が回答したか分か

らないようになっていることを教示した。質問紙

は筆者が各学校の学校長に手渡し，学級担任の判

断で適宜実施された。その後，筆者が学校を訪問

し，質問紙を回収した。

各学級担任は実態把握のためのチェックリスト

(山口県教育委員会，2006) を基に作成された「気

になる子のチェックリスト」を用いて，学級の児

童を評価した。また児童は PCA グループ的学級集

団形成尺度 (白井，2010) を基に作成された尺度

と小学生版 QOL 尺度 (古荘ら，2014) を基に作成

された尺度の 2 尺度について，前期 (2017 年 7-8
月) と後期(2017 年 12 月) にそれぞれ回答した。

結 果

まず「気になる子のチェックリスト」について

探索的因子分析を用いて，1 次元性を確認した。

次にベイズ推定法を用いて項目反応理論の一般化

部分採点モデルによる分析を行い，児童の「気に

なる傾向」の値を抽出した。抽出した「気になる

傾向」の値を変数として ward 法による階層的ク

ラスタ分析を行い，児童を「健常群」と「気にな

る子群」の 2 クラスタに分類した。次に，前期と

後期の「小学生版 QOL 尺度」について探索的因子

分析を用いて，1 次元性を確認した。次にベイズ

推定法を用いて項目反応理論の一般化部分採点モ

デルによる分析を行い，児童の「QOL」の値を抽

出した。そして，PCA グループ的学級集団認知尺

度について検証的因子分析を行い，「バラバラで一

緒」因子と「自分らしさの肯定」因子を抽出した。

さらに「健常群」と「気になる子群」において，

ベイズ推定法の構造方程式モデリングによる多母

集団同時分析を実施した。変数として，PCA グル

ープ的学級集団認知尺度の下位 2 因子(「バラバラ

で一緒のつながり」，「自分らしさの肯定」)と，

前期 QOL，後期 QOL の値を用いた。結果は当日

提示する。

考 察

本研究の結果から，「健常群」では前期のクラス

メートとのつながりが後期の QOL に正の影響を

及ぼすのに対し，「気になる子群」では，前期のク

ラスメートとのつながりが後期の QOL に負の影

響を及ぼし，前期の自分らしさの肯定が後期の

QOL に正の影響を及ぼすことが示された。これら

のことから，クラスメートとのつながりや学級へ

の所属感は，多くの児童にとって QOL に寄与す

る一方で，一部の児童にとっては負担になってし

まう可能性が示された。
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